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ヒュー ムにおける功利思想とモラル●センスの問題






























る内的なセンス (internal sense)であるとされる限 りでは,人間本性論よりも一層モラル・ セ
ンスの立場に近づいたようにも見える。 これについては前にふれたところであった。 その限りで
は,「功用性」 (utillty)はいゎばその根源的道徳感情の原理を見出すための,われ われの「人











の (fOunded On the original constitution of mind)によって自然になされるものでなかった
なら,<立派なと恥ずべき>(んο″οク物うルand∫力,知▼ヵ′),<愛すべきといとゎしい>(′ου力 and
ο励″∫),<気高いと卑しい>(2οう力and滋ヮιαう′♂)という言葉は決 して見 られ な かったであろ
う。仮りに政治家たちがそれを発明したのだとしても,その言葉を理解させることも,又それで聴
き手に何らかの観念を伝えることも決して出来るものではない。(1)」ヒュームのこれらの表現に関






理の中に同情,反感の原理 (Sympathy and anti‐pathy)をおき, それについての註のはじめに
モラル・センスを位置させ, しかもヒュームをもそこに入れて批判しているのである。(2)
ミルも又,モラル・ センスは道徳の究極的根拠とはなりえないとしてその「功利主義」で次のよう
Enquiry.(,大T, E。 とBIst')P, 214. (Selby―Bigg ,ed.)
Benmam:艶
躍 鴻!吼協i怒毛器





















































ル・センスの独自性を強調したハチスンでもいえるものである。 気 高 く (nOble)崇高な (Su‐
perior)感におぃて道徳的是認をなす原理としてモラル・ センスを説く一方で,「最大多数のため
に最大幸福 (the Greatest Happiness for the Greatest Number)をもたらす行為が最も善
く,同様に,不幸をひき起す行為が最も悪い(1)」とするのもハチスンその人だからである。否,あ





ハチスンにおいて最も早い「徳や道徳的善の観念の起源に関する研究」 Om lnquiry conce‐












「 自利 (Self‐interest)を考えずにゎれゎれに是認をなさしめるある内面 的 な センスのあること






望」(5)(deSire Of public good)と云いかえている場合など, 表現上も仁愛とまざらわしいこ
ともあるのである。モラル・センスそのものが仁愛ではないとしても,モラル・ センスの是認の根
底に,実は幸福価値,功用性が考えられていることがないか,どうか。「 このモラル・ センスの普







ないであろう。それは何よりも,「研究」冒頭から述べられている「 自然的善」 (natural good)
と「道徳的善」 (mOral good)との区別から来るであろう。その概念規定には甚だ暖昧なものは
あるとしても,「道徳的善悪の知覚は, 自然的菩や利益とは全 く別である」。)とせられる限り,






(2) Hutcheson :Inquiry, p. 82
(3' HutchesOn :Inquiry, p. 76
(4)Cf.D.Di Raphael:The Moral Sense,p.30
(5) HutchesOn :Inquiry, p. 119
(6) H,tChesOn ,Inquiry, p. 118
(7) HutchesOn i lnquiry, p. 69












モラル・ センスの独立性は,スコット(14)のいゎゅる第二期に当る「感情の本質と処 し方」 (An
Essay on the Nature and COnduct of the Passions and AffectiOns)と,「モラル・ センス














のといえようが, 因みに後の「道徳哲学」 (A System of MOral Philosophy)(1755)にふ
(9)HutCheson:Inquiry,p.98-9
11111 11utcheson :Inquiry, P. lo4
111) HutchesOn :Inquiry, P, 156
1121 11utchesOn : Inquiry, P. 82
1131 HutchesOn : Ittquiry, p. 79
11al  scott : Francis Hutcheson, P. 198
Q51 HutchesOn:Essay,P.394(BtttiSh MOralists,Selby―Bigge,ed.)








のがよい (eXCellent)からそれを眺めて心地よく感ずるのであって, それがゎれゎれ に快 を与
えるからよいと見なされてはならない(つ。)」 のである。つまりわれゎれは幸福におぃて道徳 的 に善
いというよりも,道徳的善におぃて,或はモラル・センスにおぃて,幸福になるというべ きで あ















てともすると,功用や神意がモラル・ センスの独立を侵 し,更にはモラル・センスの根底の原理 と
して働らいているかのように見えるものがある。例えば,「父親にその子供を確認させることを有
益なことと思わず,又,それを望まれない国がもしもあるとしたら,父親どもは, もつと文明国で
鰯 HutChesOn i system,p.























































































うなら,直覚的倫理学は功利主義の考えと一致 し,両者の間には最 早 や, 争うことはないであろ
う。(2)」
b)ヒューマニティは実際は同感であるが, ヒュームはそれを仁愛と見なしたこと。
ヒューマニティは上に見たように概念的にはたしかに仁愛の原理ではあるが,「一 般 的仁麦 (
general benevolence)とも呼ばれて友情などと若子の区別も見 られないではない。(3)そして又
実際, ヒュームのヒューマニティの現実としているものは, 初期の同感原 理に他ならないのであ
る。ところが,人間本性論の同感はエゴイズムの原理ではないとしても仁愛の原理でもなかった。
それはあくまでも,情緒の無私的なコミュニケーションにすぎないことは以前述べた と ころであ
































て自利によるものでないことを数々の例を上げて証明し,結局,「社会の幸 福に資 す るものは全
て,直接的に,ゎれゎれの是認と好意をうける」(7)と結論したのである。ヒュームによればその
拙稿「 ヒューム道徳感情の一考察」―同感原理を中心として一
















































あらわれたものが, しばしばふれた「 自然的才能」であった。ところが, ヒュームでは, これを感





























































































































































仕31 B, P, 322
